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学校名 チーム 順位 合計点 発時 着時 残時間 時間点 読図 装備 記録 幕営 計画書 天気図 知識1合計 知識2合計 マナー 減点
桃山高校 A 1 88.9 9:05 12:27 満点 35.0 20 3 3.4 4.5 3 9.4 4.4 4.2 2
桃山高校 B 2 73.6 9:02 12:45 57 28.5 16 2 2.6 4.5 3 6.4 4.9 4.7 1 1
嵯峨野高校 A 3 70.4 8:54 12:24 満点 35.0 6 2 3.4 3 3 9 4.8 4.2 0 2
嵯峨野高校 B 4 70 8:57 12:52 45 22.5 20 3 3.4 2 3 7.2 5 3.9 0 2
平安高校 A 8 47.3 9:00 12:29 満点 35.0 0 1 0.8 1.5 1 0.4 3.2 3.4 1 1
平安高校 B 7 47.8 8:58 12:19 満点 35.0 2 2 0 1.5 1 0 1.9 2.4 2
平安高校 C 9 39.6 8:56 12:37 59 29.5 0 2 0 1.5 1 0.8 3.1 1.7 0 2
京産大附属高校 A 参考 51.5 9:09 13:22 27 13.5 16 4 1 4.5 3 0.4 4.1 3 2
京産大附属高校 B 5 59.3 9:03 12:47 56 28.0 12 2 1 1.5 3 3.2 3.3 3.3 2
桃山高校 X 1 85.5 9:06 13:00 満点 35.0 18 3 3.4 4.5 3 7.4 5.4 3.8 2
嵯峨野高校 X 2 83.8 8:59 13:19 満点 35.0 16 5 2.6 4.5 3 8.7 4.7 3.3 1 1
嵯峨野高校 Y 3 62.4 9:08 13:35 満点 35.0 0 5 2.6 2.5 2 5.8 4.1 3.4 2

2部
⼥⼦

北桑田高校 2X 63.5 9:01 12:59 満点 35.0 10 5 2.6 4.5 1 1.3 1.1 1 2
北桑田高校 2A 62.2 8:55 12:25 満点 35.0 10 5 3.4 4 1 0.8 1 1 1 1
北嵯峨高校 2A 52.9 9:07 12:35 満点 35.0 0 3 3.4 2 2 4.2 1.8 1.5 0 2
京産大附属高校 C 40.4 9:04 12:55 49 24.5 0 3 2.6 2.5 3 1 0.9 0.9 2

棄権は着時「未」 男⼦ 3:30 1:10 Over時間 ※ 3⼈合計 ゼッケン ⾸タオル
規定時間 ⼥⼦ 4:30 70 Over分 帽⼦ ⾸コンパス
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装備： 持ち物に忘れ物は少なかったが、防⽔加⼯がされていないや、なんとなく袋に⼊れてあるものが多かった。
寝袋は決して濡らしてはいけない物の1つで、1滴の⽔分も通さない⼯夫をしてほしい。⽣死に関わることにつながります。
同様に、防寒着も街中で暖をとれる物、寒いと思って⾵よけになる物を持参している⼈が⾒受けられた。
今回はコンロを⾒たが、実際に使えるように練習もするべきである

記録： 細⽬に書いている地点は、審査側から必ず通り、加えて地形などに変化があるところを指しています。
地形の変化、⼟からアスファルト、森から林道、上り坂からピークなど地形の変化も概況でかけること

計画書：当たり前のことではあるが、書くべき内容、書くべきページが決まっています。
独⾃の計画書を、伝統的に作っているところもありますが、他の⼈も⾒たら⼀⽬でわかるようにしてほしい。
概念図、断⾯図はパソコンなどうまく利⽤すると早くかけるはずです。

幕営： ペグが刺さらない条件下でよく建てていました。
「刺さるところまで」の指⽰でしたからそれなりの判断をしてください。
建てることに集中し過ぎて、ザックの蓋が開いている⼈が半数いました。また、今⽇は⾵が吹いていませんでしたが
強⾵時に、テント袋、ペグ袋が⾶んでしまいます。出したらその⼿で了いましょう。
荷物は、テント内にすべて⼊れて、⼊り⼝を閉めるところで完成です。ハンマーをテント前に並べるのは⽌めましょう。

読図： 特徴のしっかり出たカーブ、⾕,尾根,ピーク,コル 部報に⽬を通し、⾔葉と地図と地形を連携させて⼭を歩いてください。
地図を出すときにチーム名を書く。コースに直⾏する1ｃｍ程度の直線を⿊⾊のボールペンで引くこと

体⼒： コロナ禍でありましたが、それぞれに体を動かしてくれていたようですね。
今後の⼤会は、⾼低差、⻑距離、気温が⾼いなど過酷なコースが出てきます。


